


MS Office機能セルフ学習プログラム要件定義書
機能要件
動作環境
フランス語版Windowsでの動作が必要なため、文字コードはUTF8に対応している必要がある。
Windows 7、Windows 10、およびWindows 11で動作する必要がある。
対応Office はMicrosoft Office 2007、Office 2010、Office 2013、Office 2016に対応する必要がある。
注）バージョンごとの違いを区別する必要はない。メインとなるのは、Office 2010であるため、Office 2010に合わせる。一部Office 2007では動かないものもあるが、プログラムとしては管理する必要はない。
また、Office 2013、Office 2016についても、プログラム側で考慮する必要はない。

パソコンのスペックは様々あり、一番スペックの低いもので
Intel Pentium 4 3.7 Ghz程度
メモリ 1GB程度
ディスプレイ解像度 一番小さいもので VGA、最大で4K

動作確認としては、Windows 7無印インストール
Office 2010無印インストール
Non-Unicodeはフランス語
の設定のパソコンで動作する必要がある。

必要に応じ、別途プログラムをインストールしても良いが、インストーラはスタンドアローンで配布できる必要がある。

必須要件
Office側に組み込まれているマクロを実行し、結果を記録する
記録から、不正解の問題のみを実行可能
また、スタンドアロンで動作する必要がある。例えば、USBに保存して、そのまま別のパソコンで実行などが可能であることが望ましい。
※Microsoft Office についてはインストールされているものを使用する。

Officeのマクロ実行結果は、正解なら、１，不正解なら０を返すBooleanで作られている

サンプル
Function CheckAnswer1() As Boolean
    On Error Resume Next
     '列B～Cを再表示
    CheckAnswer1 = ActiveSheet.Columns(2).Hidden = False And _
        ActiveSheet.Columns(3).Hidden = False
End Function

実行パターンは次の3通り
20ファイル、1セットを通しで実行するパターン
20ファイル、1セットを任意の問題から連続で実行するパターン（上記パターンを途中中断した場合等）

結果の記録について
1セットの記録のみで十分。新規セットを開始する際は、記録はリセットされる。
希望としては、毎回記録を残すパターンだが、・

既存ファイル
Microsoft Office Word問題集
docm形式のWordドキュメント　1セット20ファイルが2セット
xlsm形式のExcelシート	1セット20ファイルが2セット
テキストファイルに記録されている、問題文 .txt形式のものが80ファイル
テスト結果記録用Excelファイル１つ

プログラムについては、修正可能である必要はないが、起動時のSplash、Version確認時のSplashは後日差し替え可能である必要がある

またプログラム言語の指定は特にないが、途中までVisual C#にて作成されたコードがある。

実装済み機能
試験結果のPDF出力
フルHD環境での適切な表示

未実装機能
試験結果の累積記録　⇒　試験結果のデータベース化
累積記録のうち、間違った問題を選択して、再挑戦
あらゆるディスプレイサイズでの適切な表示




